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「主体的に学習に取り組む態度」の評価とは

 「関心・意欲・態度」とは異なる。

 継続的な行動や積極的な発言をするなど、性格や行動面
の傾向を評価するのではなく、知識及び技能を習得した
り、思考力判断力、表現力等を身につけたりするために、
自らの学習状況を把握し、学習の進め方について試行錯
誤するなど、自らの学習を調整しながら学ぼうとしてい
るかどうかという生徒の意思が重要。

①知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、表現力等を身に
付けたりすることに向けた粘り強い取組を行おうとしている側面

②粘り強い取組を行う中で、自らの学習を調整しようとする側面

①、②の2つの側面を見取ることが重要。



「主体的に学習に取り組む態度」の評価方法

行動観察

観察・実験

発表、話し合い

記述分析

ノート、ワークシート

レポート、作品

ポートフォリオ

自己評価、相互評価



行動観察の評価方法

 授業ごとに座席表や名簿を用意しておき、簡単なメモをとる。

→できるだけ速やかに行い、授業の進行を邪魔しない。

 ノートにハンコを押したり、シールを貼るなどし、ノート提出の際
に集約する。

→机間巡視の際に、生徒の発言や行動を注視する。

 ノートの端に余白を設け、気づいたことを記述できる欄を作成する。

→書きこむ様子、内容を評価する。



ノート、ワークシートの評価方法

ノート、ワークシートの目的を理解する。

生徒側の目的

授業後に振りかえることができる。

学習した用語などの知識を書くことで、授業内容を整理する。

授業中に考えたことを書きだすことで、自らの思考過程を整理する。

教師側の目的

学習状況・授業内容の到達度を評価する。



レポート、作品の評価方法

夏休みの自由研究で取り扱う評価項目

身近なことに目を向け、自分の興味・関心に応じて課題を設定してい
るか

いくつもの実験や観察を行ったり、結果から新たな疑問を見つけたり
して次の実験を行うなど、課題を掘り下げて解決しようとしているか。

これまでの学習内容を活用したり、新たな方法を調べたりして、実験
方法を工夫するなど、粘り強く取り組んでいるか。

自由研究を通して、新たな疑問や興味を見出し、取り組もうとしてい
るか。



相互評価、自己評価の方法

 相互評価

 パフォーマンステスト

→ガスバーナーや顕微鏡などの技能評価と同時に、「一生懸命に取り組んでいたか」
などを態度の評価として活用できる。

 ワークシートやノート

→単元末や学期末などに行う。「板書の内容をわかりやすくまとめているか」の観点
を提示して相互評価を行う。

 自己評価

 毎時間の自己評価

→授業終わりに「授業に進んで取り組むことができたか」などを自己評価する。

 学習のまとまりで行う自己評価

→学習のまとまり前後で自己評価することで、自身の変容を実感しやすくなる。



今年度取り組んだ評価方法
①自由研究の相互評価

 5～6人グループで自分の自由研究を口頭発表する。（本校は
1学期から総合の時間に「探究活動」に取り組んでいる。

ワークシート（ルーブリック）を配布し、他者の研究内容を
聞き、研究内容を分析する。

自分の研究の良さや改善点を見出そうとする。



夏休みの自由研究の発表を聞いて

（ ）番目（ ）さんの発表の考察 （ ）組 名前（ ）

評価の観点
Ｓ

期待を越えたレベル

Ａ
期待しているレベル

Ｂ
身に付けてほしいレベル

Ｃ
課題があるレベル

興味深さ
興味深い研究テーマが設定
され、興味を引くような研
究内容になっているか

着眼点が良く、テーマの設
定に説得力があり、マネし
たくなる研究内容である

研究テーマの設定や研
究内容にとても興味を
引かれる

研究テーマや内容に興味
はわく

研究テーマの設定があ
いまいで研究内容が興
味深くない

考えの主張
研究を通して自分で考えた
ことを主張しているか

仮設を検証するなど、自分
の考えが論理的に伝わるよ
うに工夫して主張している

自分の考えを根拠をも
とに明確に主張してい
る

根拠はないが、自分で考
えたことが述べられてい
る

単なる感想になってい
て自分で考えたことを
主張していない

伝え方
研究した内容をわかりやす
く伝えているか

研究内容について、興味を
引くように魅力的に伝えて
いる

研究した内容について、
工夫をしてわかりやす
く伝えている

研究した内容がわかるよ
うに伝えられている

研究した内容がわかり
にくい

総合
研究として充実した内容に
なっているか

研究内容に思わずほかの人
に教えたくなるような魅力
があり、充実している

研究として充実した内
容になっている

研究で分かったことや考
えたことっを表現した内
容になっている

研究内容が薄くてわか
りにくいなど、研究と
して不十分である

１．〇〇さんの研究の良かったところや参考にしたいところ、改善点などのアドバイスを書こう。

２．自分の自由研究を振り返り、よかった点や、改善点、今後に生かせることを書こう。



考察者の主観であるため、「主体
的に学習に取り組む態度」の評価
対象にはならない

・他の人の研究について、発表内容の良さ
や課題を分析的に評価しようとしている
・自らの研究について振り返り、よかった
点や改善点を見出そうとしている
「主体的に学習に取り組む態度」の評価



改善点の理由が具体的ではないため、「Ｂ」評価とした



今年度取り組んだ評価方法
②ガスバーナーの実技試験の相互評価

 3～4人グループを作成し、各グループの代表者1人（計8人）
を理科教諭が事前に評価する。

評価方法を代表者が十分理解したうえで、各グループの評価
を代表者に委ねる。

ワークシート（ルーブリック）を配布し、代表者はグループ
の2～3人を評価する。

自らの技能の改善点を見出そうとする。







「主体的に学習に取り組む態度」
の評価ではなく、
「知識・技能」の評価項目とする。



改善点の理由が具体的ではないため、「Ｂ」評価とした



今年度取り組んだ評価方法
③振り返りシート

毎時間の授業後に記述

学習感想や振り返り等を蓄積して評価

①学習日

②学習課題、めあて

③本時の学習内容の要点

④わからなかったこと、新たな問い

⑤本時の学習の振り返り

⑥姿勢と理解度の自己評価

評価項目



振り返りシート （ ）組 名前（ ）

日付 学習課題
本時のめあて

本時の学習内容の要点をまとめよう 分からなかったこと
新たな問い、自分なりの考え

今日の自分を振り返ろう 姿勢 理解度

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△

月
日

（ ）

◎
○
△

◎
○
△







要点をまとめている A評価（〇）
まとめきれていないＢ評価（〇なし）



空欄があっても良い。
可能な範囲で積極的に書けているか。



評価には入れない。
要点をまとめる際に、不足していた
場合はこの項目の内容を加味する。

学びの姿勢を振り返り、見通しを持つ
ことができているのでA評価



今後の課題

新しい評価方法の研究

→単元ごとのワークシート作成など

教師間での評価基準の差をなくす

→ルーブリックを綿密に作成して行く必要性

→成績表への説明責任等

評価に時間がかかりすぎる

→ペーパーテストでは採点できない

→長期的に評価する必要がある
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